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・脱炭素社会の実現に
　ついて
〈再生可能エネルギーの
　導入・省エネを考える〉

小さな中頓別の

しあわせをデザインする

ま ち

〇大崎上島町交流事業の様子

　　大崎上島町交流事業の詳細は、

　　P6「まちの話題」をご覧ください。
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の
保
全
」
で
は
、
川
に
親
し
む
空
間
づ

く
り
、
河
川
整
備
推
進
に
よ
る
災
害
予

防
策
の
共
有
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
定
期

的
な
見
直
し
、
旭
台
周
辺
水
源
地
の
保

全
。「
食
の
安
心
」
で
は
、
お
い
し
い
飲

み
水
の
提
供
、
天
然
の
ヤ
マ
メ
や
エ
ゾ
シ

カ
を
お
い
し
く
食
す
、
食
材
保
存
の
知

恵
と
手
間
を
か
け
ず
に
お
い
し
く
食
べ

る
。「
子
ど
も
の
課
外
学
習
」
で
は
、

普
段
か
ら
親
し
む
そ
う
や
自
然
学
校
の

運
営
、
芸
術
（
本
・
映
画
、
絵
画
な
ど
）

に
ふ
れ
る
機
会
の
拡
大
。「
遊
び
の
ひ
ろ

が
り
」
は
、
ハ
イ
ジ
の
丘
の
魅
力
発
信
、

鍾
乳
洞
自
然
ふ
れ
あ
い
公
園
の
工
夫
。

「
学
び
の
向
上
」
で
は
、
大
人
の
寺
子

屋
開
催
、
地
域
の
大
人
や
学
生
が
学
校

に
行
っ
て
ミ
ニ
講
座
交
流
会
の
実
践
。

「
野
生
生
物
の
保
護
と
管
理
」
で
は
、

貴
重
な
文
化
財
資
源
の
共
有
、
有
効
活

用
と
保
全
を
実
現
。「
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
」
で
は
、
安
心
で
き
る
公
共

施
設
の
早
期
改
善
（
ト
イ
レ
環
境
）、

公
営
住
宅
の
計
画
的
な
管
理
、
使
用
済

み
紙
お
む
つ
な
ど
新
た
な
燃
料
化
資
源

と
な
る
も
の
の
検
討
と
な
り
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
中
頓
別
町
で
検

討
さ
れ
て
い
る
、
再
エ
ネ
の
可
能
性
な

ど
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

室
効
果
ガ
ス
の
人
為
的
な
発
生
源
に
よ

る
排
出
量
と
吸
収
源
に
よ
る
除
去
量
と

の
間
の
均
衡
を
実
現
す
る
た
め
に
十
分

な
吸
収
源
の
確
保
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
環
境
と
成
長
の
好
循
環
を
実
現
す

る
た
め
の
横
断
的
施
策
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
や
再
エ
ネ
事
業
な
ど
へ
の

投
資
を
行
う
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

推
進
、
炭
素
を
排
出
す
る
企
業
な
ど
に

排
出
量
に
見
合
っ
た
負
担
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の

検
討
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
2
期
中
頓
別
町
環
境
基
本
計
画

　

令
和
5
年
2
月
に
中
頓
別
町
で
も
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
が
さ
れ
ま
し

た
。
第
2
期
中
頓
別
町
環
境
基
本
計

画
で
は
、「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」
の
実
現
や
持
続
可
能
な
開
発

目
標
(SD

G
s

)な
ど
を
達
成
す
る
と
い
う

基
本
方
針
の
も
と
、
計
画
づ
く
り
の
議

論
の
過
程
で
中
頓
別
町
環
境
審
議
会
委

員
ア
イ
デ
ア
と
し
て
「
８
コ
の
重
点
化
」

す
る
取
組
み
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
森
林
機
能
の
拡
充
」
で
は
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
、
家
畜
バ

イ
オ
マ
ス
の
導
入
実
現
、
研
究
組
織
の

設
置
、
お
が
る
っ
こ
の
利
用
拡
大
。「
川

な
排
出
と
吸
収
の
バ
ラ
ン
ス

(

排
出
量

実
質
ゼ
ロ)

を
達
成
す
る
こ
と
、
削
減

目
標
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
国
内

対
策
を
取
る
こ
と
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
日
本
で
は
、「
パ

リ
協
定
に
基
づ
く
成
長
戦
略
と
し
て
の

長
期
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、

2
0
5
0
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、

「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
地
球
温

暖
化
対
策
は
、
経
済
成
長
の
制
約
で

は
な
く
、
経
済
社
会
を
大
き
く
変
革

し
、
投
資
を
促
し
、
生
産
性
を
向
上

さ
せ
、
産
業
構
造
の
大
転
換
と
力
強
い

成
長
を
生
み
出
す
鍵
と
な
る
も
の
と
し

て
捉
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
・
運
輸
・
地
域
(く
ら
し
)の
分
野

で
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
対
策
の
方
向
性
も
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
(再
エ
ネ
)を
主

力
電
源
と
し
て
、
最
優
先
、
最
大
限

導
入
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
産
業
・
運
輸
・

地
域
(く
ら
し
)で
は
、
フ
ロ
ン
類
排
出

抑
制
や
脱
炭
素
化
も
の
づ
く
り
、
地
域

循
環
共
生
圏
の
創
造
な
ど
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
吸
収
源
対
策
で
は
、
温

　中
頓
別
町
で
は
、
令
和
5
年
2
月
に

第
2
期
中
頓
別
町
環
境
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、
今
後
10
年
に

取
り
組
む
べ
き
「
基
本
方
針
」
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　今
月
号
で
は
、
こ
の
第
2
期
中
頓
別

町
環
境
基
本
計
画
の
内
容
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

世
界
共
通
の
気
候
変
動
対
策

　

地
球
温
暖
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、
異
常

気
象
の
発
生
や
海
面
上
昇
だ
け
で
は
な

く
、
農
林
水
産
業
、
災
害
、
安
全
保

障
の
問
題
な
ど
、
そ
の
影
響
は
多
岐
に

渡
り
ま
す
。
気
候
変
動
の
原
因
と
な
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
の
た
め
の

緩
和
対
策
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る

被
害
回
避
、
軽
減
の
た
め
、
適
応
対
策

を
両
輪
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
地

球
規
模
の
解
決
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

世
界
共
通
の
気
候
変
動
対
策
と
し
て
、

2
0
1
5
年
に
パ
リ
協
定
が
採
択
さ

れ
、
産
業
革
命
以
降
の
世
界
の
平
均
気

温
の
上
昇
を
2
℃
よ
り
十
分
に
下
回
る

も
の
に
抑
え
る
こ
と
や
1.5
℃
に
制
限
す

る
た
め
の
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
、
今

世
紀
後
半
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
人
為
的
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森が持つ多面的な機能を評価し、森とつきあう作法を守りながら大切に育てます。森

の
保
全
」
で
は
、
川
に
親
し
む
空
間
づ

く
り
、
河
川
整
備
推
進
に
よ
る
災
害
予

防
策
の
共
有
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
定
期

的
な
見
直
し
、
旭
台
周
辺
水
源
地
の
保

全
。「
食
の
安
心
」
で
は
、
お
い
し
い
飲

み
水
の
提
供
、
天
然
の
ヤ
マ
メ
や
エ
ゾ
シ

カ
を
お
い
し
く
食
す
、
食
材
保
存
の
知

恵
と
手
間
を
か
け
ず
に
お
い
し
く
食
べ

る
。「
子
ど
も
の
課
外
学
習
」
で
は
、

普
段
か
ら
親
し
む
そ
う
や
自
然
学
校
の

運
営
、
芸
術
（
本
・
映
画
、
絵
画
な
ど
）

に
ふ
れ
る
機
会
の
拡
大
。「
遊
び
の
ひ
ろ

が
り
」
は
、
ハ
イ
ジ
の
丘
の
魅
力
発
信
、

鍾
乳
洞
自
然
ふ
れ
あ
い
公
園
の
工
夫
。

「
学
び
の
向
上
」
で
は
、
大
人
の
寺
子

屋
開
催
、
地
域
の
大
人
や
学
生
が
学
校

に
行
っ
て
ミ
ニ
講
座
交
流
会
の
実
践
。

「
野
生
生
物
の
保
護
と
管
理
」
で
は
、

貴
重
な
文
化
財
資
源
の
共
有
、
有
効
活

用
と
保
全
を
実
現
。「
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
」
で
は
、
安
心
で
き
る
公
共

施
設
の
早
期
改
善
（
ト
イ
レ
環
境
）、

公
営
住
宅
の
計
画
的
な
管
理
、
使
用
済

み
紙
お
む
つ
な
ど
新
た
な
燃
料
化
資
源

と
な
る
も
の
の
検
討
と
な
り
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
中
頓
別
町
で
検

討
さ
れ
て
い
る
、
再
エ
ネ
の
可
能
性
な

ど
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

室
効
果
ガ
ス
の
人
為
的
な
発
生
源
に
よ

る
排
出
量
と
吸
収
源
に
よ
る
除
去
量
と

の
間
の
均
衡
を
実
現
す
る
た
め
に
十
分

な
吸
収
源
の
確
保
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
環
境
と
成
長
の
好
循
環
を
実
現
す

る
た
め
の
横
断
的
施
策
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
や
再
エ
ネ
事
業
な
ど
へ
の

投
資
を
行
う
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

推
進
、
炭
素
を
排
出
す
る
企
業
な
ど
に

排
出
量
に
見
合
っ
た
負
担
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の

検
討
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
2
期
中
頓
別
町
環
境
基
本
計
画

　

令
和
5
年
2
月
に
中
頓
別
町
で
も
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
が
さ
れ
ま
し

た
。
第
2
期
中
頓
別
町
環
境
基
本
計

画
で
は
、「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」
の
実
現
や
持
続
可
能
な
開
発

目
標
(SD

G
s

)な
ど
を
達
成
す
る
と
い
う

基
本
方
針
の
も
と
、
計
画
づ
く
り
の
議

論
の
過
程
で
中
頓
別
町
環
境
審
議
会
委

員
ア
イ
デ
ア
と
し
て
「
８
コ
の
重
点
化
」

す
る
取
組
み
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
森
林
機
能
の
拡
充
」
で
は
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
、
家
畜
バ

イ
オ
マ
ス
の
導
入
実
現
、
研
究
組
織
の

設
置
、
お
が
る
っ
こ
の
利
用
拡
大
。「
川

な
排
出
と
吸
収
の
バ
ラ
ン
ス

(

排
出
量

実
質
ゼ
ロ)

を
達
成
す
る
こ
と
、
削
減

目
標
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
国
内

対
策
を
取
る
こ
と
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
日
本
で
は
、「
パ

リ
協
定
に
基
づ
く
成
長
戦
略
と
し
て
の

長
期
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、

2
0
5
0
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、

「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
地
球
温

暖
化
対
策
は
、
経
済
成
長
の
制
約
で

は
な
く
、
経
済
社
会
を
大
き
く
変
革

し
、
投
資
を
促
し
、
生
産
性
を
向
上

さ
せ
、
産
業
構
造
の
大
転
換
と
力
強
い

成
長
を
生
み
出
す
鍵
と
な
る
も
の
と
し

て
捉
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
・
運
輸
・
地
域
(く
ら
し
)の
分
野

で
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
対
策
の
方
向
性
も
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
(再
エ
ネ
)を
主

力
電
源
と
し
て
、
最
優
先
、
最
大
限

導
入
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
産
業
・
運
輸
・

地
域
(く
ら
し
)で
は
、
フ
ロ
ン
類
排
出

抑
制
や
脱
炭
素
化
も
の
づ
く
り
、
地
域

循
環
共
生
圏
の
創
造
な
ど
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
吸
収
源
対
策
で
は
、
温

　中
頓
別
町
で
は
、
令
和
5
年
2
月
に

第
2
期
中
頓
別
町
環
境
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、
今
後
10
年
に

取
り
組
む
べ
き
「
基
本
方
針
」
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　今
月
号
で
は
、
こ
の
第
2
期
中
頓
別

町
環
境
基
本
計
画
の
内
容
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

世
界
共
通
の
気
候
変
動
対
策

　

地
球
温
暖
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、
異
常

気
象
の
発
生
や
海
面
上
昇
だ
け
で
は
な

く
、
農
林
水
産
業
、
災
害
、
安
全
保

障
の
問
題
な
ど
、
そ
の
影
響
は
多
岐
に

渡
り
ま
す
。
気
候
変
動
の
原
因
と
な
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
の
た
め
の

緩
和
対
策
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る

被
害
回
避
、
軽
減
の
た
め
、
適
応
対
策

を
両
輪
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
地

球
規
模
の
解
決
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

世
界
共
通
の
気
候
変
動
対
策
と
し
て
、

2
0
1
5
年
に
パ
リ
協
定
が
採
択
さ

れ
、
産
業
革
命
以
降
の
世
界
の
平
均
気

温
の
上
昇
を
2
℃
よ
り
十
分
に
下
回
る

も
の
に
抑
え
る
こ
と
や
1.5
℃
に
制
限
す

る
た
め
の
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
、
今

世
紀
後
半
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
人
為
的

第 2期中頓別町環境基本計画
10年間の基本方針

生きるエネルギーとなる食を提供してくれる環境を保全します。食

暮らしに重要な水を守り、万一の災害に備えた対策をしっかり講じます。川

ふるさとを知る習慣と大切だと思える心の育みを進め、幼児対象の森の子ども園、小中学生対象の

自然体験は展開します。また、これからは、大人も体験する機会を提供します。子ども

多様な自然環境を舞台に異世代交流によるフィールド創りを進める。その役割を担うのが

「そうや自然学校」にあります。
遊び

地域を知り、この町ならではの大切な資源を守り、次世代へ継承する。気軽に挑戦できる

手法が「地元学」です。学び

生物多様性は守らなければなりません。これはイコールわたしたちの生活や地域の伝統や

文化を自ら守ることにも直結します。微生物から大型の動植物まで地球上に生息する全て

の「生き物」たちがバランスを保てるよう生きることが大切で、適正な保護と管理を推進

しなければなりません。

野生生物の
保護と管理

国際情勢は、持続可能な開発目標 (SDGs) やパリ協定の採択といった社会形態が大きく

転換していきます。とりわけ気候変動の対策とする脱炭素を実現するため、2030 年まで

を集中期間として次々と脱炭素を実現する取組を展開することとしています。本町におい

てもゼロカーボンを早期に達成し、持続可能な社会の一翼を担います。

持続可能な
社会
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ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

再
エ
ネ
の
導
入
方
針

　
「
い
つ
ま
で
も
中
頓
別
で
暮
ら
せ
る
環

境
づ
く
り
」
を
基
本
と
し
、❶
地
域
産

業
の
振
興
や
❷
町
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拡

充
や
関
係
人
口
増
大
、❸
災
害
へ
の
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
(回
復
力
)と
い
う
観
点
か

ら
、
再
エ
ネ
の
導
入
を
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
、❶
地
域
産
業
の
振
興
で
は
、

家
畜
ふ
ん
尿
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

処
理
に
よ
る
営
農
環
境
の
改
善
や
酪
農

人
口
の
維
持
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ

る
熱
利
用
の
促
進
、
町
内
供
給
体
制
の

確
保
、
次
世
代
の
林
業
の
担
い
手
育
成
、

森
林
の
適
切
な
維
持
・
管
理
、
豊
か
な

自
然
と
薪
ス
ト
ー
ブ
の
あ
る
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
を
PR
し
、
観
光
振
興
な
ど
に
寄
与
す

る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。❷
町
内

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拡
充
や
関
係
人
口
拡
大

で
は
、
中
頓
別
学
園
で
の
再
エ
ネ
導
入

に
よ
る
環
境
教
育
と
世
代
間
交
流
の
促

進
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。❸
災

害
へ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
強
化
で
は
、
分

散
型
電
源
の
確
保
、
避
難
所
指
定
の
公

共
施
設
へ
の
導
入
に
よ
る
避
難
時
の
生

活
環
境
の
確
保
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

中
頓
別
町
に
お
け
る
再
エ
ネ
の
検
討

　

中
頓
別
町
は
、
北
緯
45
度
線
上
に
位

置
し
て
お
り
、
中
央
部
に
は
、
ピ
ン
ネ

シ
リ
岳
が
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
あ
り
ま
す
。

平
均
気
温
は
、
5.3
℃
で
、
特
に
2
月
は

-8.5
度
と
い
う
寒
冷
な
気
候
と
な
っ
て
い

ま
す
。
最
深
積
雪
は
1
4
5
㎝
と
雪
が

多
く
、
日
照
時
間
は
、
11
月
か
ら
2
月

の
間
に
は
、
1
0
0
時
間
を
下
回
り
ま

す
(1
9
9
1
年
か
ら
2
0
2
0
年
平

年
値
)。
総
面
積
の
お
よ
そ
8
割
が
山

林
、
原
野
と
な
っ
て
お
り
、
宅
地
は

0.2
％
と
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
い
る

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

中
頓
別
町
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
再
エ
ネ
の
導

入
や
家
庭
な
ど
で
の
省
エ
ネ
化
が
必
要

で
す
。
現
在
、
中
頓
別
町
で
導
入
が
可

能
な
再
エ
ネ
は
、①
太
陽
光
発
電
、②
風

力
発
電
、③
小
水
力
発
電
、④
廃
棄
物

系
バ
イ
オ
マ
ス
、⑤
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、

⑥
雪
冷
熱
、⑦
地
中
熱
の
7
つ
で
す
。

上
の
図
で
は
、
中
頓
別
町
に
お
け
る
、

そ
れ
ぞ
れ
の
再
エ
ネ
に
関
わ
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
て
お
き

ま
す
。
図
の
中
で
は
、
太
陽
光
発
電
や

風
力
発
電
の
生
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
、

C
O
2
排
出
量
削
減
効
果
が
大
き
く
、

再
エ
ネ
の
取
り
組
み

　

中
頓
別
町
の
担
い
手
不
足
に
よ
る
経

営
基
盤
の
不
安
、
交
流
人
口
の
不
足
と

い
っ
た
課
題
に
対
し
、
改
善
が
見
込
め

る
再
エ
ネ
を
導
入
す
る
と
い
う
方
針
で
、

現
在
、
太
陽
光
発
電
や
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
頓

別
学
園
で
は
、
構
造
や
内
装
の
木
質
化

や
太
陽
光
発
電
の
導
入
な
ど
多
様
な
再

エ
ネ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
高
効
率
で

寒
さ
に
強
い
校
舎
と
な
る
予
定
で
す
。

そ
の
他
に
小
頓
別
地
区
で
民
間
事
業
者

で
あ
る
中
頓
別
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
合

同
会
社
に
よ
る
風
力
発
電
の
建
設
計
画

が
あ
り
ま
す
。
方
法
書
の
手
続
き
ま
で

進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
、
環
境
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
な
ど

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
再
エ
ネ
の
導
入
が
必
要
で

す
が
、
家
庭
、
事
業
所
を
は
じ
め
、
町

全
体
で
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
豊
か
な
自
然
環
境
と
共
生
し
て

い
く
た
め
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
省
エ
ネ
な

ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
省
エ
ネ
に
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
。

中頓別町の再エネポテンシャル

家庭でのエネルギー

消費量について

1MWｈ( メガ ワット )

=1,000kWh( キロワット)

です。1 世帯が 1 年間

に消費した電気エネル

ギーは、全国平均で、

4,047kWh となっていま

す。

　1GJ(ギガジュール )

≒278kWh( キロワット )

です。1 世帯が 1 年間

に消費したエネルギー

は、30.3GJ となってい

ます。

再エネ種別 CO2排出量削減効果

電 気 23,056MWh/年 13.9千t-CO2/年

電 気 1,276,891MWh/年 767.4千t-CO2/年

風力発電 電 気 5,873,181MWh/年 3530.8千t-CO2/年

小水力発電 電 気 15,106MWh/年 9.1千t-CO2/年

廃棄物系バイオマス 電 気 4,323MWh/年 2.6千t-CO2/年

木質バイオマス 熱 9,380GJ/年 0.6千t-CO2/年

熱 25,904GJ/年

電気換算 7,198MWh/年

熱 94,602GJ/年

電気換算 26,291MWh/年

合計 4344.5千t-CO2/年ー

4.3千t-CO2/年

15.8千t-CO2/年

太陽光発電

雪冷熱

地中熱

生産エネルギー量
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□　ゼロカーボンアクション30

　脱炭素社会の実現には、1 人ひとりのライフスタイルの転換が重要です。例えば、再エネ電気への切り替え

やクールビズ、ウォームビズ、節電、節水、省エネ家電の導入、宅配サービスをできるだけ１回で受け取るな

どエネルギーを節約・転換していきましょう。また、太陽光パネル付き・省エネ住宅に住んだり、CO2 の少

ない交通手段を選んだり、マイバック、マイボトルなどを使ってプラスチックの使用を減らしたり、食事を食べ

残さないなどの食ロスなどに取り組んで、出来るところから「ゼロカーボン30」に取り組んでみましょう。

『出典：環境省』
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中頓別町の CO2 排出量 (2019 推計 )

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000

廃棄物分野
（一般廃棄物）

貨物

旅客

家庭部門

公務

公務以外

農林水産業

建設業・鉱業

製造業

2,446

1,751

4,019

1,647

7,312

2,600

57

65 単位：t-CO2/年

143

年間合計　20,039 t-CO2　が排出されている。

どの再エネで 20,039t-CO2 を削減していくか？
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１
月
27
日
か
ら
29
日
に
姉
妹
都
市

で
あ
る
広
島
県
大
崎
上
島
町
と
の
交

流
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
27
日
、
大
崎
上
島
町
よ
り
、
14
人

の
町
民
の
方
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

訪
問
団
の
方
達
は
、
稚
内
空
港
に
降

り
立
ち
、
防
波
堤
ド
ー
ム
や
JR
稚
内

駅
、
副
港
市
場
を
見
学
後
、
宗
谷
岬

を
通
り
、
中
頓
別
町
に
訪
れ
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
望
岳
荘
で
は
、
大
崎
上
島
町

と
中
頓
別
町
の
町
民
同
士
で
親
睦
を

大
崎
上
島
町
交
流
推
進
事
業
の
開
催

楢
原
民
之
助
翁
　
生
誕
の
地

深
め
て
い
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
寿
ス
キ
ー
場
で
圧
雪
車

の
乗
車
体
験
や
郷
土
料
理
体
験
、
楢

原
民
之
助
翁
記
念
碑
の
参
拝
を
行
っ

た
後
、
し
ば
れ
祭
会
場
で
、
ウ
サ
ギ

や
カ
メ
な
ど
の
雪
像
作
り
を
行
い
ま

し
た
。
し
ば
れ
祭
会
場
の
壇
上
で
挨

拶
も
さ
れ
、
「
２
回
来
た
中
で
、
今

年
が
１
番
寒
い
で
す
。
」
な
ど
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
訪
問
団
は
、
29
日

に
帰
町
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
月
28
日
、
天
北
線
メ
モ
リ
ア
ル

パ
ー
ク
で
第
38
回
北
緯
45
度
し
ば
れ

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
雪
が
降
っ
た
り
や
ん
だ

り
し
て
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
町
民

の
方
が
来
場
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
14
時
か
ら
は
、
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
の

販
売
や
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
試
乗
体

験
、
サ
ッ
カ
ー
PK
合
戦
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
16
時
か
ら
は
、
人
間
カ
ー
リ
ン
グ

第
38
回
北
緯
45
度
し
ば
れ
祭
の
開
催

打
ち
上
げ
花
火
に
大
人
も
子
ど
も
も
歓
声

や
も
ち
く
ば
り
、
か
ん
じ
き
２
人
３

脚
、
ビ
ン
ゴ
大
会
が
行
わ
れ
、
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

大
崎
上
島
町
よ
り
、
町
民
交
流
団
も

訪
れ
て
お
り
、
壇
上
に
登
壇
し
、
挨

拶
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
鮮
や
か
な
花
火
も
打

ち
上
げ
ら
れ
、
会
場
に
訪
れ
た
大
人

や
子
ど
も
達
は
、
マ
ス
ク
を
着
け
な

が
ら
も
打
ち
上
げ
と
同
時
に
歓
声
を

上
げ
、
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
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１
月
30
日
、
認
定
こ
ど
も
園
で
人

権
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
44
人
の
園
児
達
が
参
加

し
、
指
人
形
劇
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
後
、

皆
で
言
わ
れ
て
嬉
し
い
「
ふ
わ
ふ
わ

こ
と
ば
」
な
ど
を
考
え
ま
し
た
。
園

児
か
ら
は
、
「
あ
り
が
と
う
」
や

「
ご
め
ん
ね
」
、
「
大
丈
夫
？
」
な

ど
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に

は
、
色
手
袋
や
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
教
室
の
開
催

ふ
わ
ふ
わ
こ
と
ば
を
考
え
る

　
２
月
２
日
、
中
頓
別
町
役
場
で
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
勉
強

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
９
人
の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

北
海
道
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
振
興

機
構　
鈴
木
亨　
理
事
長
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
講
師
を
務
め
、
再
エ
ネ
の
動
向

と
中
頓
別
町
で
の
可
能
性
と
題
し
、
中

頓
別
町
で
は
、
家
畜
バ
イ
オ
マ
ス
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
、
小
水
力
発
電
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

再
エ
ネ
勉
強
会
開
催

家
畜
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

　
２
月
４
日
、
食
彩
工
房
も
う
も
う

で
、
チ
ー
ズ
と
バ
タ
ー
作
り
体
験
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
お
よ
そ
20
人
の
親
子
が

参
加
し
、
な
か
と
ん
牛
乳
を
使
っ
た
、

モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
作
り
と
バ
タ
ー

作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
時
折

り
子
ど
も
達
か
ら
は
、
「
美
味
し
く

な
ー
れ
」
と
掛
け
声
を
か
け
る
な
ど

楽
し
み
な
が
ら
、
体
験
を
し
て
い
ま

し
た
。 チ

ー
ズ
作
り
体
験
会

酪
農
業
を
よ
り
身
近
に

　
２
月
５
日
、
中
頓
別
町
寿
ス
キ
ー

場
で
、
寿
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
35
人
の
就
学
前
か
ら
中

学
生
ま
で
の
男
女
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

組
に
分
か
れ
て
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

の
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。
２
本
滑

り
、
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
更
新
す
る
な

ど
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
、
ロ
ッ
ジ

前
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

寿
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
大
会

練
習
成
果
を
発
揮


